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◆社会学部　ガブリエレ・ハード先生 の活用例◆

◇LUNAを使っている科目
⇒放送通信論、研究演習 など
【クラス規模】中教室、演習教室　　【授業形態】講義系、演習系

◇どのようにしてLUNAを知りましたか？
⇒配布されたハンドブックと教授会で知りました

◇LUNAを使用するようになったきっかけは何ですか？
⇒教授会で聞いて関学で広く使われているシステムだと思い、自分も利用しようと思いました

◆ LUNA を使って授業外の時間を有効に活用しています
・お知らせ

★お知らせ内容の一斉メール機能を利用して学生への連絡を行っています
★学生に読んでもらいたい記事の URLをメールに添付します 

・コンテンツ
★Wordや PowerPointのファイル、動画、URLなどを教材としてアップロードしています
　( 授業内では学生にしっかりノートを取らせ、追加情報として LUNAにアップロード ) 

・課題レポート 
★ LUNAを通して学生に宿題の提出をしてもらいます

・アンケート
★授業で扱ったテーマに関するアンケートを作成して学生に実施してもらいます
★授業を評価してもらうためのアンケートも実施し、次期の授業の改善に役立てています 

・成績管理
★採点ではなく、学生にコメントを返すことに利用しています 

・グループ機能のファイル交換
★学生にグループで行わせた調査のデータをアップロードさせます

＝第４号発行にあたって＝
　高等教育推進センターから、2012 年度の総括として本ニュースレターをお届けします。この一年間の FD 活動を特集したも
のです。従来は掲載のなかった大学院における FD 活動についても、このたび新たに取り上げております。大学院生代表との
意見交換会など、研究科ならではの試みも紹介されており、学部およびセンターの活動報告とあわせて、本学における取り組
みの全貌が窺えるような紙面になったといってよいでしょう。現に去年の第 2 号よりも４ページ増となっており、編集一同、
大きな手応えを感じております。これもひとえに、報告書の作成をお引き受けいただきました各部署 FD 担当の皆さまのおか
げです。この場を借りて、ご協力に感謝申し上げます。
　それぞれの報告書には、学部やセンターの性格に即した個別のものも見られますが、その一方で、初年次教育に関わる話題
がいくつかの部署で共通して取り上げられていたことは、注目に値するでしょう。教材の作成、基礎ゼミの運営、英語教育プ
ログラムなど、初年次教育についての有効な方策を全学的に情報共有する橋掛かりとして、本ニュースレターが今後ますます
活用されることを願っています。前号に引き続いての掲載となる LUNA の具体的な活用事例も、同様にご参照いただければ幸
いに存じます。

高等教育推進センター副長（高等教育推進センターニュースレター編集長）　北村　昌幸　

　LUNA サポートでは、現在本学の LMS システムである「LUNA」に活用事例を掲載しており、前号に引き続きその一部を抜

粋してご紹介します。詳細は、「LUNA サポート」タブ内にある「LUNA 活用事例」に記載していますので、ご参照ください。

L U N A 活 用 事 例 紹 介



2

C
e

R
P

H
E

 N
e

w
sl

e
tt

e
r

2013.3.30 

◆総合政策学部　中條道雄先生 の活用例◆

◇ LUNAを使っている科目
⇒情報化社会と人間（クラス規模：中教室）

◇どのようにしてLUNAを知りましたか？
⇒学内の公報で知りました

◇LUNAを使用するようになったきっかけは何ですか？
⇒以前授業連絡ボードの掲示板機能を使用して行っていた作業を LUNAに移行しました

◆アクティブラーニングスタイルの授業とコミュニティで掲示板機能を活用
・LUNAの掲示板を電子会議室のように活用しています

★学生にテキストを読ませて、コメントや課題レポートを掲示板に投稿させています
★最終レポートのみ、掲示板に投稿したうえで紙でも事務室に提出してもらっています 
★掲示板への課題レポート提出の連絡には、お知らせを利用しています 

・レポートを履修生全員に公開して共有することが目的のため、あえて課題レポート機能ではなく掲示板機能を利用し
ています 

・課題レポート機能を使用していないためできない作業（①・②）は、Ｍドライブを併用することで補完しています
①レポート提出期日前の提出と期日後の提出を区別する
　→予め学生に告知した提出期日までに掲示板に投稿されたレポートだけをＭドライブに移動させる 
②課題の一括ダウンロードで、添付ファイルをダウンロードして一覧する
　→投稿に添付されたレポートファイルだけをＭドライブに移行しているので、Ｍドライブ内で一覧できる
　→ＬＵＮＡへのアクセスに時間がかるときはそちらを閲覧している

◆教職教育研究センターでの活用例◆

◇ LUNAを使っているコミュニティ
⇒教育実習オリエンテーション、教職ポートフォリオ、介護等体験アンケート

◇ LUNAを使用するようになったきっかけは何ですか？ 
⇒ 2011 年度から実施の教職課程の履修履歴をポートフォリオとしてアレンジ

することとなったのを機に、紙ベースではなく LUNAで運用することにした

◆教職課程の学生のコミュニティを入学年度ごとに作成し運用しています
・コミュニティには学生がいつでも自己登録できるようにしています 
・LUNAの操作手順を教職教育研究センターのホームページに掲載し学生に周知しています 
・コンテンツ 

★事前の指導を欠席し講演会を聞き逃した学生のために、講演の音声や動画をアップロードしている 
★教職課程で提出する書類のフォームを掲載している 

・課題レポート 
★教職課程の４回生に必修の「教職実践演習」に必要な履修カルテの提出先として利用している 

・アンケート 
★介護等体験アンケート他、アンケートをいくつか作成し実施している。学生も問題なく回答して正しく提出している‌

◆ LUNA サポートでは以下のサービスを提供しておりますのでご利用下さい
◎電話・メールサポート… …電話やメールにてお問い合わせをいただければ、サポートします
◎出張サポート… ……………研究室に直接訪問し、サポートします。個人、複数いずれでも対応します
◎来室サポート… ……………高等教育推進センター事務室へ来室いただければ、その場でサポートします
◎学生向け説明会… …………先生に代わって LUNA の操作方法のオリエンテーションをおこないます
◎ハンドブック… ……………教員向け・学生向けがそれぞれあります
◎ LUNA サポート… …………LUNA 内に詳細なマニュアルを掲示しております
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2012 年度 FD 活動報告について（研究科）

◆神学研究科◆

　神学研究科におけるＦＤ活動は、基本的には学部と共同で
もたれており、その中で区別されて行われている。今年度は、
三回実施された。
　まず春学期には６月１３日に、秋学期には１１月１４日に
それぞれ実施された。内容的には、二回とも、来年度から学
部において研究演習で論文を導入するに当たり、その審査基
準について議論が行われたこととの関連で、研究科において
も修士論文の審査基準と博士論文の審査基準について論議さ
れた。
　もう一回のＦＤ活動は、非常勤講師を対象としたもので、
３月１１日に実施された。毎年、非常勤講師を対象として、
ＦＤ活動を学部と大学院共同で行われている。教務の担当者
からのガイダンスの後、長年教えておられる講師、初めて教
えられる講師の方々が共同で、シラバスや授業の進め方、視
聴覚教材の問題、評価・採点の問題など、共に抱えている課
題を共有しあい、有意義な意見交換の時をもった。

◆文学研究科◆

　文学研究科においては大学院問題検討委員会がＦＤ活動を
担っているが、前期課程は3専攻12領域（後期課程は11領域）
の専門分野に分かれており、カリキュラムに対する院生の
ニーズも多様化しつつある同研究科の現状をふまえた時、こ
の活動の出立点の一つに「文学研究科特殊講義」の問題があ
るとの認識を持つに至っている。前期課程の選択科目であり、
どの領域の院生も履修が可能、修得した単位は自領域のそれ
に含めることのできる「文学研究科特殊講義」が掲げる目的
の一つには、院生がそこでの授業を通じて自分の専門領域で
得た知を他の分野の専門知と交差させ、自身の学問を開かれ
たものにしていく弾みを与える点にある。とともに、そうし
た目的は教員の側にとっても、他領域の院生にいかにして自
身の講義の核となる部分を伝え、かつ関心を向けさせること
ができるかという課題を突き付けてくることになるからであ
る。
　今年度は 5 領域からの 16 名の履修者を対象として、領域
を異にする 4 名の専任教員が 2 名の非常勤講師の協力を仰い
で授業を担当したが、大学院問題検討委員会では 2013 年 2
月 21 日（木）にこの点についての意見交換と多角的な検討
を行った。

◆社会学研究科◆

　社会学研究科では、主に以下の四つの活動を行なった。
(1) 学生を対象とし、授業に関するアンケートを春学期と秋

学期に各一回実施した。これは、授業・カリキュラム構成・
学習環境の充実化を目的としたものである。各学期のア

ンケート結果の取りまとめ後、院生会と大学院教育アセ
スメント WG とで夏と冬に計二回の会合を持ち、結果を
共有しつつ懇談を行なった。

(2) 大学院諸問題検討委員会において、2013 年度に開講する
授業科目および担当者について、カリキュラムポリシー
を鑑みつつ検討を行なった。

(3) コースおよび課程ごとの履修モデル、ならびに、学位論
文の審査基準（修士学位論文および博士学位論文）を策
定した。これらは 2012 年度中に研究科ウェブサイト上
で公表され、また 2013 年度の『授業科目履修心得』に
掲載される。

(4) 2012 年度から新たに、院生教育のサポートのための科目
として「先端社会講義Ｉ / 研究Ｉ」および「先端社会講
義Ｊ / 研究Ｊ」を開講し、論文投稿や英語による研究報
告をする院生への研究支援を行なった。これらの科目に
ついては、担当教員と大学院教務学生正副委員との間で
年度末に振り返り会を実施し、成果および改善すべき点
についての検証を行なった。

◆法学研究科◆

　法学研究科においては従来、大学院関係の諸課題を議論
する場として「大学院問題検討委員会」が置かれてきたが、
大学院関係の諸課題が質的にも量的にも拡大してきたので、
2012 年度より新たに、「大学院運営委員会」と改称した。こ
れに合わせて、開催回数も以前より多くして、諸課題につい
て議論を行なってきた。また 2012 年度よりこの運営委員会
と同じ構成メンバーで FD 委員会を構成し、FD 活動を行うこ
ととした。
　具体的な FD 活動としては、従来までのように教務課が実
施している院生に対するアンケート調査に加えて、法学研究
科独自のアンケート調査を行った。これによって、院生のニー
ズを調査し、それによって FD を狙ったのである。質問項目
には、大学院に進学した目的、修了後に目指している進路、
さらに、シラバスに対する意見（どのような内容のシラバス
を希望するか）、大学院に進学しての所感などの項目が含ま
れている。
　また、大学院生の団体である院生会の代表（博士前期課程
2 人、後期課程 2 人）と会合し、院生の生の声を汲み上げよ
うとした。これは、法学研究科 FD 検討会として行われたも
ので、成績評価について、法学未履修者の受講について、シ
ラバスについてなどの意見交換が行われた。

◆経済学研究科◆

　経済学研究科では 2012 年 9 月よりファカルティ・ディべ
ロップメント委員会の設置に向けての検討と委員会規程策定
作業を開始し、10 月と 11 月の経済学研究科委員会での審議
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を経て、11 月 28 日付で「経済学研究科ファカルティ・ディ
べロップメント委員会規程」が制定された。規程では委員会
の目的やＦＤの定義、委員会の構成、委員の任期、運営、所
掌任務等について定めている。経済学研究科ではこの規程に
基づき、ＦＤに係る情報収集や調査・研究、情報発信、大学
院教務学生委員会ファカルティ・ディベロップメント部会と
の連携等の活動を行っていく。
　また、2012 年度春学期より授業評価アンケートの実施・
回収方法の改善を行い、回収数の増加を図った。結果につい
てはレーダーチャート分析を行ったうえで授業担当者に情報
を提供し、授業改善効果の向上に努めている。
　このほか、経済学研究科執行部と院生会代表との情報交換・
共有、種々の課題に関する協議の機会を 2012 年 5 月と 9 月
の二回にわたって行った。

◆商学研究科◆

　商学研究科での FD 活動としては、大学院 FD 委員会によ
る FD 活動を行うとともに、専任教員参加によるに FD 教授
研究会（講演会、討論会など）などを行っている。
　2012 年度の大学院 FD 委員会は、10 月 24 日（水）に、
商学部 FD 委員会と共同開催した。研究科委員長から大学院
FD 委員会に対して、商学研究科のカリキュラムおよびシラ
バスについての定期的な検証を行い、その結果を年度末まで
に報告書として提出するよう諮問があり、その内容について
検討が行われた。
　2012 年度の FD 教授研究会は、商学部と共同で 3 回開催
され、多くの教員が参加し、参加教員との活発な質疑応答が
あった。

第 1 回 FD 教授研究会：2012 年 11 月 7 日（水）、講師：
大学院課課長 坂田穣氏、演題：「グローバル人材育成推
進事業について」。

第 2 回 FD 教授研究会：2012 年 12 月 5 日（水）教授会
終了後、司会：水野敬三教授、「カリキュラムの定期的
検証について」。

第 3 回 FD 教授研究会：2013 年 3 月 15 日（金）、講師：
研究推進社会連携機構長 山本昭二教授（副学長）、演題：

「公的研究費の管理について～安心して研究に専念でき
る環境の整備に向けて～」。

　この他にも、教授研究会として、商学部と共同で教員によ
る研究報告会を行っており、教員の研究活動の活性化を図っ
ている。

◆理工学研究科◆

　理工学研究科は大学院進学者が多く、大学院生を指導する
ための FD 組織は重要である。本年度、理工学研究科の FD
推進組織として大学院理工学研究科 FD 委員会が設置された。
　今年から英語のみで講義・研究を行う国際修士プログラム
が開講されているが、まず本プログラムに対して行った取り

組みを紹介したい。
　プログラムの問題点をチェックするため、新入留学生全員
と面接による聴き取りを行い、既習内容と研究テーマのマッ
チングの確認、生活面での問題点等について調査した。ここ
で得られた情報や要望は国際化推進委員会と共有され、大学
院教育や生活面の改善に役立っている。講義の中で危険を伴
う共通機器取扱い注意に関する内容の追加や、生協でのハラ
ル食品の販売の実現は、その好例である。
　また、理工学研究科では実験の中で共同作業を行うことが
多いため、理工学部 FD 委員会と共同でピアラーニングに関
する講演会を開催した。

「立命館大学におけるピアラーニング〜新しい大学教育の形〜」
2012 年 10 月 17 日 午後 3 時 10 分〜午後 4 時 40 分 Ⅵ号館 201 教室
立命館大学講師　俵口忠行氏
　本セミナーを通じて学習者同士が互いの力を発揮し、協力
して作業することの高い教育効果を再認識することができ
た。

◆総合政策研究科◆

　総合政策研究科では、独自のＦＤ部会を未だ設置してはい
ない。しかし、学部長室委員会（大学院関係）、研究科委員会、
将来構想委員会（学部を含む）、カリキュラム検討委員会等
の場で、ＦＤ活動を実践してきた。
　2012 年度はこれらの場での検討をふまえて、アドミッショ
ンポリシー、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーお
よび学位審査基準等の見直しと公表をはじめ、当研究科の特
徴であるリサーチコンソーシアムやリサーチフェアでの研究
発表およびドーナツアワーの活性化に取り組んだ。
　2012 年度に総合政策学部の 4 学科体制が完成年度を迎え
たことをふまえ、学部では 2013 年度入学生より大幅なカリ
キュラム改正を行った。総合政策研究科では学部教育との連
続性を重要課題ととらえ、学部の改変を受けて 2012 年度よ
り根本的な見直し検討を開始したところである。その一環と
して、一級建築士受験資格取得のためのインターンシッププ
ログラムの開設を行ったが、2013 年度以降は、グローバル
人材育成や他大学等からの入学生の拡充を見据えた研究領域
およびカリキュラムの再検討を始める予定である。

◆言語コミュニケーション文化研究科◆

　言語コミュニケーション文化研究科においては、FD 活動
の一環として、研究科執行部の教員４名と大学院生代表（院
生会執行部及び有志学生）による FD 研修会を年に１回行っ
ている。その目的は、本研究科のカリキュラム構成、授業内
容・教え方、設備・施設、及び本研究科所属教員、現役学生、
修了生を会員とする言語コミュニケーション文化学会とその
関連行事のあり方に関して学生の意見を聞き、それらを巡っ
て教員と議論することで本研究科を改善することにある。
　2012 年度の FD 研修会は 12 月 19 日に行われた。学生か
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ら様々な意見が活発に出され、約 90 分にわたって教員との
建設的な議論がなされた。今後は、話し合われた内容に基づ
き、学内の様々な部署からの協力を得ながら一つでも多くの
改善点を実現させたい。
　また、上記の内容以外にも、学生側から見た本研究科の特
徴などを取り上げて議論することで、本研究科のさらなる特
徴付けや今後の入学生募集に対する方策などについても議論
できたことは有意義であった。

◆人間福祉研究科◆

　人間福祉研究科では、文部科学省に提出した本研究科設置
届出書の『設置趣旨及び特に設置を必要とする理由』に記載
した「教員資質の維持向上のための方策」をガイドとして、
大学院諸問題検討委員会の役割の一つとして FD 活動を検討、
実施している。2012 年度は同委員会を年 4 回開催した。
　教育については、前期課程中間報告会の 2013 年度からの
開催を決定し、また継続実施している後期課程成果発表会 ( 毎
年 2 月開催 ) の内容を充実させるなかで、指導教員や副指導
教員はもとより、内外からの教員相互の交流を深め、教育内
容の向上に繋がる意見交換の場を広げることを目指した。
　研究活動に関しては、本研究科教員の大半は、文部科学省
や厚生労働省関連の研究費を積極的に活用し、常に研究の向
上に努めている現状にある。
　また毎年継続している学生による授業評価では、各授業と
も概ね非常に良い評価を得ているところであるが、来年度の
学生の履修のしやすさに配慮したカリキュラムへの呼びかけ
を行い、多くの教員の協力を得ることができた。
　なお、来年度からは、大学院 FD 委員会を独立させて設置し、
さらに活動を強化する予定である。

◆教育学研究科◆

　教育学研究科は、毎年度末に「FD 研究会」を開催している。
　今年度は、2013 年 2 月 15 日（金）の午後１時から約 1
時間半、講師に研究推進社会連携機構長の山本昭二副学長を
迎え、公的研究費の使い方について学部と合同の研究会を開
催した。
　研究会には、39 名（研究推進機構より 3 名、教員 34 名、
職員 2 名が参加した。「公的研究費に関する内部統制の構築
～安心して研究に専念できる環境の整備に向けて」と題する
講演の後、参加者から質問や意見が出された。
　講演内容の要点は、①過去の公的研究費の不正使用および
処分の実例の紹介　②文部科学省の対応と外部環境の変化　
③不正が発生する背景の検証　④有効な公的資金管理のため
に本学が取り組んでいる改革　⑤教員の意識変革に向けた取
り組みであった。
　参加者からは、公的研究費使用手続きの具体的な変更点の
確認および手続き方法の簡略化に関する要望等がなされたと
共に、研究費の適切な活用、管理を促すことの基底に、関西

学院大学のスクール・モットーとの結びつきがあることを強
調すべきとの意見が出された。

◆司法研究科◆

　司法研究科では、研究科長を含む５名からなる自己評価・
ＦＤ委員会を毎月１回開催している。ＦＤ活動に関して今年
度は次のような活動を行なった。
(1) 授業評価：学生による授業評価アンケートを一部の科目

を除き全科目で各学期最終授業時に実施した。評価結果
はホームページ、事務室で教職員、学生を対象に公開した。
また、授業評価全体集計表と授業評価結果報告書はホー
ムページで公開した。

(2) 授業参観：授業参観週間 (2 週間 ) を設定して教員相互の
参観を行った。また特定の授業を参観指定授業とし、終
了後に参観教員と学生による意見交換、担当者と参観教
員による意見交換を行った。　

(3) 外部評価：昨年度より新たな取り組みとして、独自の外
部評価制度を実施している。授業参観、学生へのインタ
ビュー、意見交換会を通じて、評価委員より様々なアド
バイスをいただいた。

(4) 弁護士会からの授業参観：毎年兵庫県弁護士会からの授
業参観を受け入れ、見学者数名による参観と意見交換を
行っている。

(5) FD ニュースの発行：自己評価・ＦＤ委員会においてＦＤ
活動に関して「ＦＤニュース」を作成して教員に配付した。

◆経営戦略研究科◆

　経営戦略研究科の２０１２年度第１回の FD 委員会は、
２０１２年５月９日に開催され、２０１２年度の方針として、
以下の３点が決定・確認された。

(1) 担当授業の Best　Practice（Worst　Practice）の紹介に
ついて、これまでの発表者ならびに次回の発表者を確
認された。また、原則として毎回４名（任期制実務家
教員を含む）が発表することにした。

(2) 教員の研究活動、実務活動の『ビジネス＆アカウンティ
ング・レビュー』への掲載について、５月７日を締め
切りとして原稿提出を依頼している旨の報告があった。

(3) 教員が執筆した図書の配架については、今後執行部と意
見交換を行いつつ検討する。

　2012 年度の FD 委員会の開催はこの 1 回であった。
　2012 年度の FD 研修会での発表会は以下のとおり５回開
催された。これらの FD 研修会で、すべての専任教員と任期
制実務家教員が発表を行った。第 3 回（2012 年 5 月 9 日）、
第 4 回（7 月 4 日）、第 5 回（10 月 24 日）、第 6 回（11 月
28 日）、第 7 回（2013 年 1 月 9 日）（回数は 2012 年 1 月
からの回数）
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2012 年度 FD 活動報告について（学部・センター等）

◆神学部◆

　神学部は、毎年春学期と秋学期に専任教員が主体となって
FD 研修会を開催し、3 月には非常勤講師を対象とした FD 研
修会を実施している。
　6 月 14 日に、2013 年度からの「特殊研修演習Ａ・Ｂ」必
修化と「卒業論文」〈選択制〉の導入にむけて、課題を出し合
うと共に、基礎演習から特殊研究演習・卒業論文に至るまで
の各学年における到達目標について話し合った。また、卒業
論文の導入に向けて卒業論文の審査基準を明確にし、学生に
明示するための準備を進めた。11 月 14 日には、６月の研修
内容をさらに進め、卒業論文、修士論文、博士論文の審査基
準やその指導について話し合った。
　2013 年 3 月 11 日には、総合支援センターのカウンセラー
を招き、非常勤講師対象の FD 研修会を開催した。総合支援
センターの活動や今日の学生の特徴や問題などについて講演
していただき、事前に非常勤講師の方々提出してもらった学
習指導や学生との関係において課題となっている事柄につい
てのコメントをいただき、互いに話し合う時を持った。時と
して孤立し、一人で問題を抱え込む可能性がある非常勤講師
の方々に、学部の状況や教育方針を理解していただき、連携
と協力体制を強める機会となっている。

◆文学部◆

　２０１２年度の文学部の FD 活動では、１年生を必修とし
ている人文演習の担当者会議について、春学期担当者（学科、
専修の垣根を越えたクラス編成）と秋学科担当者（専修毎の
クラス編成）の相互理解を図ることに重点を起き、２０１２
年９月１５日（土）に合同の担当者会議を行い、春学期と
秋学期の連携、それぞれのクラス編成における長所と短所等
について、活発な話し合いを行った。また、２０１３年３月
１４日（木）には、総合支援センターから講師を招き、障が
いを有する学生への対応について研修の場を持ち、一般学生
への対応も含め、認識を共有することができた。

◆社会学部◆

　社会学部では多様な教育カリキュラムの特性を活かしつつ、
各教員の授業の中での工夫と洞察、直面している困難と失敗
例などを共有することを最重要視している。従来から年に 2
～ 3 回、授業のあり方をめぐる教員間の議論の機会を設けて
きたが、2012 年度は FD 委員会での審議を踏まえて年間計画
を立て、いっそう組織的な形で FD に取り組んだ。
　11 月 22 日には、演習（ゼミ）の運営に関する FD 研修会
を開催した。これまで大人数講義における課題や各教員の工
夫についてはたびたび議論し、共有してきたが、研究演習（ゼ
ミ）の運営については、互いに知る機会がほとんどなかった。

各教員が個別に進めてきたゼミの改善・充実に向けた取り組
みを共有することで、学部全体として研究演習の水準を向上
させることを目的として実施した。文献購読、統計実習、グルー
プワーク、調査実習（聞き取り、NGO 活動への参加）など異
なる形式のゼミを担当する 4 名の専任教員が報告し、それを
もとに活発なディスカッションが行われた。
　3 月 6 日には、「社会学部の教育研究の質の向上のため
に」というテーマで学部懇談会を開催した。この懇談会では
まず、2013 年度から始まる英語の新カリキュラムについて
報告と議論が行われた。社会学教育の中に英語を取り入れる
“Sociology in English” という大きな方向性のもとに、今後の英
語教育のあり方や学部全体としての取り組みの必要性などに
ついて活発に意見交換を行った。後半では、すべての学生が
共有するべき知識・スキルを効果的に伝えるための教材づく
りについて議論を行った。主として1回生向けの「社会学入門」
教材作成に向けた提案・経過報告と、レポート・卒業論文の
執筆の際に順守するべき最低限の事項をまとめた「社会学部
スタイルガイド」の草案が出され、活発に意見交換を行った。

◆法学部◆

　法学部では、2012 年度の FD 活動として、2012 年 12 月 5
日（水）16 時 30 分から 17 時 30 分まで、（株）NKS 代表取
締役の藤田雅章氏をお招きし、「2012 年度スタートアップ演
習の報告および初年次教育について」というテーマで、FD 研
究会が開催された。
　法学部では 2012 年度から新たなカリキュラムが実施され、
１年生春学期に履修する演習として「スタートアップ演習」
が導入されたが、その一部は、本学でのキャリア教育にもご
協力頂いている（株）NKS に業務委託し、コミュニケーション・
スキルやディスカッション・スキルを重視した授業内容となっ
ている。今回の FD 研究会では、その内容および授業アンケー
ト結果の報告をご紹介頂いたうえで、大学の特に初年次教育
に求められる技能および知識に関してご講演をして頂いた。
　アンケート結果からは、本演習に対する学生の評価が概ね
高く、今後の演習科目における基本的技能の修得およびキャ
リア教育の導入という点で、意義あるものと評価することが
できるが、他方で、質疑応答においては、成績評価のあり方、
ライティング・スキルの充実など、課題も提示された。
　今後とも、初年次教育に関して、社会が求める内容と大学
側が求める学問知識とをすり合わせながら、より良い教育内
容を検討していくことを確認した。

◆経済学部◆

　経済学部が 2012 年 9 月に教授会決定した「学部 FD 活動
実施体制と指針」に基づき、2012 年度実施した FD 活動は以
下の２点に集約できる。
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(1)2012 年 9 月 18 日、本年度から新たに実施した LA と
チュータ活用による学部専門基礎科目「経済と経済学の
基礎 A」の補習授業につき、議論を行った。教務主任と「経
済と経済学の基礎 A」担当教員の東田教授による取り組
みの内容と評価の報告後、学部基礎教育委員会、学部 FD
委員会、科目の担当教員により、質疑応答と議論を行い、
LA 活用による補習授業の現状と問題点の会議出席者によ
る共有化をはかった。

(2) 専門教育で特色のある教育実践について、2013 年 1 月
16 日に、学部執行部と学部 FD 委員会が主催して、「経
済学部 FD 研修会」を開催した。ユニークな専門教育実
践経験として、栗田専任講師に「アジア経済論」におけ
る学生グループによるアジア活動企業へのヒアリング調
査と、「研究演習」における海外でのアンケート調査と現
地大学学生との学術交流について報告してもらった。ま
た、 経済学部の白坂職員には「スポーツ選抜入試による
入学生」への学習支援活動について学部教員全体に報告
してもらった。各々について質疑応答、議論を行い、学
部全体に特色ある専門教育実践と教育支援について、共
有化をはかった。

◆商学部◆

　商学部は、商学部 FD 委員会による FD 活動を行うととも
に、専任教員参加による FD 教授研究会（講演会、討論会など）
などを行っている。
　2012 年度の商学部 FD 委員会は、10 月 24 日（水）に、商
学研究科 FD 委員会と共同開催した。商学部長から商学部 FD
委員会に対して、商学部のカリキュラムおよびシラバスにつ
いての定期的な検証を行い、その結果を年度末までに報告書
として提出するよう諮問があり、その内容について検討が行
われた。
　2012 年度の FD 教授研究会は、商学研究科と共同で 3 回開
催され、多くの教員が参加し、参加教員との活発な質疑応答
があった。

第 1 回 FD 教授研究会：2012 年 11 月 7 日（水）、講師：
大学院課課長 坂田穣氏、演題：「グローバル人材育成推
進事業について」。

第2回FD教授研究会：2012年12月5日（水）教授会終了後、
司会：水野敬三教授、「カリキュラムの定期的検証につい
て」。

第 3 回 FD 教授研究会：2013 年 3 月 15 日（金）、講師：
研究推進社会連携機構長 山本昭二教授（副学長）、演題：

「公的研究費の管理について～安心して研究に専念できる
環境の整備に向けて～」。

　この他にも、教授研究会として、商学研究科と共同で教員
による研究報告会を行っており、教員の研究活動の活性化を
図っている。

◆理工学部◆

　理工学部では、ＦＤ活動の一環として、毎年外部の方を講
師に招いて講演会を開催している。これまでは数学の基礎力
低下を背景に、数学のリメディアル教育に関するものを多く
開催してきたが、物理においても同様の問題が生じているた
め，昨年度からは物理リメディアル教育に関する講演会を企
画している。
　これに関して、立命館大学理工学部では、ここ数年、“ 物
理駆け込み寺 ” と名付けられた学生同士によるピアラーニン
グの試みが実践されているとの情報が得られたため、今年度
は、これを中心となって企画運営しておられる同学部電気電
子工学科講師の俵口忠功氏に講演をお願いした。
　講演では、このような試みを企画するに至った経緯から、
物理以外に数学や化学、生命等の科目にも拡張しつつある現
状、運営上の注意点等について具体的にお話し頂くと共に、
現場で直接ピアラーニングをサポートしている学生スタッフ
の方からもお話を聞かせて頂くことができた。
　立命館大学理工学部は学科数が本学部の２倍以上と規模が
大きいため、同様のやり方を直ちに導入しようとしても事情
の異なる点が多そうな印象ではあったが、ピアラーニングを
実践するためのポイントについて、実際の経験を踏まえた非
常に有益な情報が得られた。

◆総合政策学部◆

　総合政策学部では 2012 年度 5 月 ,7 月の２回の FD 委員会
を開き、初年時教育である基礎演習の内容、改訂した基礎演
習ハンドブックの活用、教材共有、シラバス表記の共通化に
ついて審議を行った。
　教員の教育、研究の情報共有化のため昼食時に教員向け研
究内容発表会を 4 回（新任教員 2 名、自由研究 2 名）行った。
　また 11 月 21 日にＡＬＥ (Associate Lecturer of English) によ
る総合政策学部の英語教育勉強会を開催した。総合政策学部
1,2年次学生教育に大きな比重を占める英語コミュニケーショ
ン科目は、英語を母語とする ALE がチームティーチング方式
で長年、総合政策学部教育課程に沿う形で進化させてきた独
自の英語教育プログラムである。この教育がどのように実施
されているかを「英語教育紹介 /Introduction of the SPS-ELP to 
the faculty」と題し、実際の教材を交えて具体的に紹介した。
この勉強会を通し多くの総合政策学部の教員が担当科目と英
語教育の連携を考えるきっかけとなった。
　以上に加え、都市政策学科連続公開講座と６月の土曜日に
2 回実施した。

◆人間福祉学部◆

　人間福祉学部では設置の折、文部科学省に提出した学部設
置届出趣旨書『関西学院大学人間福祉学部設置の趣旨及び特
に設置を必要とする理由』に「教員の資質の維持向上（FD）
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の方策」として FD 活動の内容を簡潔に記載している。この
内容に基づき、FD 委員会を設置し、学部 FD を推進してきた。
設置５年目となる 2012 年度は、FD 活動は、研究費使用と研
究倫理の検討を中心に行った。
　今年度は学部 FD 委員会を２回開催し、学部 FD 研修会を３
回実施した。研修会の１回目は、本学研究推進社会連携機構
より機構長と課長を講師としてお招きし、公的研究費の責任
ある使用について確認するとともに、不正使用の防止につい
て懇談した。２回目及び３回目の研修会は、質的調査と量的
調査における研究倫理について、本学部の教員の発題に基づ
き討論した。
　人権教育に関しては、人権問題研修委員会が研修会を企画
し、本年度は１回の研修を実施した。授業運営についての研
修および教員同士による授業の評価については、前年度と同
様に「人間福祉学部研究会」において教員の研究の紹介と評
価という形で実施した。
　学生による授業評価についても昨年度と同様、大学が実施
する授業評価に参加し、実施した。学生および教員に対する
結果のフィードバックについても大学の手順に従った。
また、教員の教育研究を互いに理解し、学生の理解を深める
ための専任教員の研究内容紹介 DVD の製作を完了した。
　さらに、社会起業学科が、全教員が関わり社会起業の最新
の成果を『社会起業入門－社会を変える仕事』（２０１２年５
月／ミネルヴァ書房）として出版し、社会福祉学科が、全教
員がもっとも旬な研究成果を、『社会福祉学の展望』（２０１２
年１０月／相川書房）として研究者、専門職、学生、一般人
など幅広い読者を対象に出版した。

◆教育学部◆

　教育学部では、毎年 2 回春学期と秋学期に専任教員が中心
となって FD 研究会を開催する。
2012 年度は、2 回の FD 研究会を開催した。
　第1回は、9月26日に開催し、今年度退職予定の教員1名が、

「教員生活を振り返り、今思うこと」とテーマとして講演を行っ
た。
　内容は、「教員生活の中で一番大きな出来事」、「建学の精神、
教育理念」、「授業の取り組み」、「大学院の活性化」であった。
教授会終了後ということもあり、多くの教員が参加した。
　第 2 回は、2 月 15 日に学部 FD 研究会を兼ねて、FD 研修
会を開催した。「研究費使用に係るコンプライアンスなど」と
題して、「公的研究費に関する内部統制の構築」というテーマ
で講演及び質疑が行われた。
　内容は、過去の公的研究費の不正使用及び処分の実例紹介、
文部科学省の対応と外部環境の変化、不正事例に基づく大学
での共通課題の抽出及び不正発生に至る背景の検証、本学で
の改革の取り組み等であり、その後活発な質疑応答がなされ
た。教授会直前の開催でもあり、ほとんどの教員が参加した。
　その他、7 月 25 日の教授会懇談会にて、先ごろ出された
中教審答申の内容についてディスカッションを行った。

◆国際学部◆

　国際学部では、例年通り、5 月末に各学年の学生代表（ゼ
ミの代表）と教員との懇談会を行い、カリキュラム、授業内容、
指導方法から施設・制度面のことまで広範に意見・要望を聴
き、その結果は教授会に報告し、教員全体で共有した。　FD
研修会は不定期に年４回、開催し教員間で活発な議論を行っ
た。1 年生必修の基礎ゼミはどのゼミでも同じ内容を教える
ことになっているので、毎年春の FD 研修会では、教員間で
基礎ゼミの内容について確認するよう努めている。
　国際学部は開設 3 年目で今年初めて、3 年生の専門ゼミが
開講されるとともに、学生が秋から就職活動を始めている。
他大学から移籍してきた教員も多いので、専門ゼミをどのよ
うに運営すべきか、卒論の質はどのようなレベルを目標とす
べきか、について教員間で意見交換するとともに、土屋キャ
リアセンター長から就職活動の実情の説明を受け、ゼミ学生
をどのように支援すべきかを話し合った。さらに、2014 年
度は完成年次を終え、カリキュラム改訂が可能になるので、
オムニバス形式で行っている 1 年生向け必修入門科目につい
て内容・授業方法も含めて改善のための見直しを開始した。

◆教職教育研究センター◆

　教職教育研究センターでは、7 月 3 日に開催した教職教育
センターＦＤ研修会（専任教員対象）で、本年度の「教育実習」

（5 ～ 6 月を中心に本年度は約 460 名が参加）の反省を中心に、
事前指導の在り方等を含め、今後の改善点について意見交換
を行った。
　近年、実習校からの教育実習生に対する苦情が寄せられる
ようになったことから、教育実習参加資格の見直しや事前指
導の強化等に関する厳しい意見も出され、これらの問題につ
いては今後も継続して検討していくことが確認された。
　また、非常勤講師の先生方には、例年 12 月（本年度は 12
月 21 日）に開催している教職課程等研究懇話会において、
各担当者から授業実践の方法や受講者の反応等についてお話
しいただき、参加者全員で意見交換を行った。要望として最
も多かったのは、クラスサイズの問題で、他大学の教職課程
にくらべ 1 講座当たりの受講者数が多いことからきめ細かな
指導ができにくいという意見がみられた。

◆共通教育センター◆

　当センターは全学科目の提供部署との連携・調整による提
供カリキュラムの質的向上と、初年次教育を中心とした授業・
学習支援などに取り組むため、2010 年 4 月に発足しました。
センターの主なＦＤの取り組みとしては、①全学科目の可視
化、②初年次教育科目「スタディスキルセミナー」の提供、
③ラーニング・アシスタント（以下、Ｌ . Ａ .）制度の運用な
どが挙げられます。
　①については、2012 年度に全学科目のカテゴリーを変更
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したことを受け、各科目群の科目を目的別に紹介するパンフ
レットを作成するなど、主に新入生に対して必修ではない全
学科目の位置づけや提供趣旨の明確化の取組を推進していま
す。
　また、②については学習スキル涵養を目的とした「プレゼ
ンテーション」「論文作成」「コミュニケーション」「文章表現」
の４種類の授業を提供しています。グループワーク、ディス
カッションを多数取り入れるなど、学生参加型の授業として、
学生の主体的な取り組みを促すことも視野に入れ、提供して
います。
　授業調査アンケートでは、「参加型の授業で、自分の苦手だっ
たことにも楽しく取り組めた」、「コミュニケーション力や、
文章を考えたり、書いたりする力が身についた」、「前向きに
学ぼうという姿勢になれた」などという声が多数寄せられる
など、一定の成果がみられます。授業終了後には科目担当者
と総括の場を設定し、今学期の課題と次学期の改善点につい
て議論しています。
　さらに、③については全学の「共通研修」を実施したり、
授業期間終了後に行う履修者、L.A.、担当者の３者へのアンケー
ト結果をセンター内で共有し、次年度以降の L.A. の配置に活
かす取組を行なったりしています。
　共通教育センターでは、以上のような学生参加型授業の提
供や学習支援者制度の推進により、学生の学習意欲を喚起し、
授業を活性化することを通じて、今後も教育の質の向上に取
り組んでいきたいと考えています。

◆言語教育研究センター◆

　本年度、言語教育研究センターでは、授業改善の一環として、
いくつかの FD 活動を行った。
　まず、言語教育研究センター共同研究「大学における言語
コミュニケーション教育ならびに言語文化教育のカリキュラ
ム・教材の開発と研究」である。
　直近の学生による授業アンケートの結果によると、英語・
フランス語・ドイツ語・中国語・朝鮮語・スペイン語の各言
語で、授業への出席率、参加度、授業への満足度など、概ね
すべての項目で良好な結果を得てはいるが、各言語ごとでよ
り充実したカリキュラム・教材開発のための共同研究を行い、
問題点と改善点に関して担当教員間で議論し、成果発表をお
こなっている。英語は授業アンケートの分析方法を考案し、
フランス語は補助教材を検討した。ドイツ語はタンデム学習
への取り組み、その他の言語は共通教材の改良、映像メディ
ア利用の可能性などを議論した。
　また、本年度、センター研究発表会 (2013 年 2 月 14 日 )
において、英語インテンシブ・プログラムの教材開発、新た
なテクノロジーを駆使した教授法の提案等について 8 名の
IEFL (S. Bibby 氏、S.Aubrey 氏、H.Luk 氏、C.Gamble 氏、J.Watkins
氏、A. Sowter 氏、M.Parrish 氏、L. Rogers 氏 ) が共同研究の成
果を発表した。

◆スポーツ科学・健康科学教育プログラム室◆

　2012 年度スポーツ科学・健康科学教育プログラム室では
以下のＦＤ活動を行った。

１．授業展開方法に関する懇談
　昨年度と同様に、プログラム室構成員の授業を他の構成員
が見学し、その後、授業展開方法に関して懇談するという機
会を複数回設けた。主な懇談事項は、受講生への安全管理、
受講生の意欲的および積極的に授業に取り組むための授業展
開上の工夫と改善等である。また、指導法に関する議論だけ
でなく、安全管理上必要な用具、設備に関しても意見交換をし、
受講生の安全を確保する環境づくりに努めた。

２．関西五私大体育研修会の開催
　2012年11月に本学で関西五私大体育研修会が開催された、
本研修会は関西学院大学、関西大学、同志社大学、立命館大学、
龍谷大学の五私大で構成された研修会であり、年に一度互い
の保健体育教育に関する情報を共有し合うことで、よりよい
教育・研究を目指すことを目的に開催されている。本プログ
ラム室からは保健体育教育の現状と課題というテーマで林副
室長が情報提供を行った。また、他校の保健体育科教育の現
状、スポーツ選抜入試による入学生の現状や入学前教育の方
法等さまざまな有益な情報を得ることができた。本プログラ
ム室が抱えている課題と同様の課題が他校にも存在しており、
互いに解決策を模索していくためにも、今後さらに他校との
つながりを深めていく必要性を感じた。

３．スノースポーツにおける指導技術の向上
　2013 年 1 月に実施されたスノーボード研究会冬期研修会

（スノーボード研究会主催、全国大学体育連合後援）にプログ
ラム室構成員２名が参加した。本研究会では、初心者に対す
る指導上必要なノウハウやテクニックに関する実技研修を受
けた。様々なスポーツがある中で、特にスノースポーツは経
験や技術の差が生じやすい競技であり、初心者特有の心理状
態、特徴動作を踏まえた上での新たな指導法や技術を学ぶこ
とができた。ここでのＦＤ活動は本プログラム室が提供して
いる余暇生活学演習Ｄ冬期アウトドアの授業において役立っ
ており、経験者、未経験者両者に対してさらに適切な指導が
できると思われる
　以上が 2012 年度に行った主なＦＤ活動である。本プログ
ラム室の提供科目は、身体を動かすという性質上、リスクマ
ネジメントが重要である。受講生が意欲的にスポーツ活動に
取り組むためにも、教員及び受講生の安全管理能力の向上を
図ることは、プログラム室全体で取り組んでいくべき重要事
項といえる。
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◆キャリア教育プログラム室◆

　キャリア教育プログラム室は、(1) インターンシップ講義及
びインターンシップ演習と、(2) キャリアゼミに関して FD 活
動に取り組んだ。
　（1）インターンシップ講義・演習は、主に NKS 能力開発セ
ンター及び紀伊國屋書店等に委託して実施しているが、春学
期及び秋学期の全授業の終了後、毎回の学生の授業への出席
状況、独自の授業評価アンケートの集計結果をはじめ、詳細
なデータを元にキャリア教育プログラム室と NKS、紀伊國屋
書店の間で検討会議を学期終了ごとに開催し、改善に取り組
んでいる。検討結果は改訂を重ねてきたテキストや配布資料
の内容に反映され、講義や演習方法の改善にも活かされてい
る。
　（2）キャリアゼミは、これまで集中科目で開講されており、
終了直後は受講学生の意欲も非常に高いが、時間が経つとと
もに熱が冷め、「継続的な学び」をいかに醸成していくかが課
題であった。そこで、2012 年度からはキャリアゼミ A を従
来の集中科目から春学期科目に変更して期間を長く取り、よ
り多くの社会人とのセッションや合宿等を通して自身のキャ
リア形成についてじっくりと考えさせた。また、同ゼミ出身
者を中心にした学生サポーター制度を導入し、後輩支援のた
めに同ゼミへ戻り継続的に学んでいく仕組みを作ることがで
きた。今後もこの連環性を大切にしながら継続していきたい。

◆日本語教育センター◆

　日本語教育センターでは、学部留学生に対する必修の日本
語科目、選択日本語科目、大学院生向け日本語科目、そして
交換留学生に対する日本語科目を提供している。　学部留学
生に対する日本語科目では、コーディネーターが作成するシ
ラバスを全クラスで実施しており、担当者に対してシラバス
の内容を徹底する必要もあるため、毎学期、学期開始前と終
了後に講師会議を開いている。特に学期終了後の講師会議で
は、センターが独自に行っている記述式アンケートの内容を
踏まえてシラバスの内容や進度に関する問題点を洗い出し、
次年度のシラバス及び授業活動につなげるようにしている。
　交換留学生向け科目については、毎月担当者が各クラスの
状況について報告書をコーディネーターに提出し、情報の一
元化と共有を図るとともに、センター独自の記述式アンケー
トを学期途中と学期末に行い授業改善に役立てている。また、
学部留学生科目と同様、学期前後の講師会議を行い、問題点
の洗い出しと改善に努めている。また、年に 2 回、関学日本
語教育センターを開催し、外部から日本語教育研究に関する
講師を招き、センターの教育実践に関する知見を積極的に得
るよう心がけている。

◆人権教育研究室◆

　人権教育研究室会を、人権教育における FD 推進体制の母
体として位置づけて、その主導の下で 2012 年度は以下のよ
うな取り組みを実施した。まず年度末 3 月に、本年度および
次年（2013 年）度の人権教育科目担当者が一堂に会しての
連絡会を実施し、教授方法もふくめての情報・意見交換を行
なった。併せて、外部から講師を招いて研修会も同じ日に実
施し、人権教育に関する最新の動向についての見識を深め、
相互の意見交換の場にした。また人権教育研究に関する様々
なテーマを取り上げた研究会、人権教育研究室指定プロジェ
クトの報告会を随時実施し、それへの参加を呼びかけ、同じ
く人権教育担当者としての力量向上の場とした。
　加えて新たに本学に赴任した教職員を対象として、新年度
の最初（4 月）に人権をテーマにした研修時間を持ち、本学
における人権教育の実情、建学の精神・スクールモットーと
人権教育との関連について理解を深めてもらうと同時に、大
阪人権博物館への見学を行った。さらに、各学部より新任教
員の中から人権教育科目運営委員 1 名を選出していただき、
割り当てられた人権科目に出席し、代表者とともに授業運営
の協力をするとともに、人権問題についての理解を深めても
らうことも目的としている。

◆国際教育プログラム室◆

　国際教育プログラム室では、Cross-Cultural College（平成
23 年度文部科学省「大学の世界展開力強化事業」採択プログ
ラム）の一環で、１１月に「カナダにおける FD/SD ～マウン
ト・アリソン大学、クイーンズ大学、トロント大学のケース」
というセミナーを開催した。クイーンズ大学副学長（国際担当）
Dr. James K. W. Lee を招き『カナダの大学環境におけるキャリ
ア開発』をテーマに基調講演、さらに前述のカナダ３大学の
関係教職員をパネラーとして迎え、パネルディスカッション
を実施した。
　各種派遣留学プログラムに関しては、独自の留学プログラ
ム評価アンケート実施により、派遣学生の留学前・留学後の
外国語運用能力試験のスコアアップ率などを集計し、それら
を元に各プログラムを実施している協定校担当者と連携を取
りながら、授業の内容、方法等についての改善に取り組んで
いる。
　また、国際教育プログラム室開講の科目に関しては、原則
として全科目において授業評価アンケートを実施しており、
その結果を執行部会で共有し、次年度以降の開講科目の授業
改善に活用している。
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第 2回高等教育推進センター SD講演会

＜概要＞
開催日時：2012 年 11 月 15 日（木）17:00 ～ 19:00
講　　演：横田利久  中央大学横浜山手改革推進室担当部長
開会挨拶：村田　治  関西学院大学高等教育推進センター長
司　　会：澤谷敏行  関西学院大学高等教育推進センター次長

　11 月 15 日に図書館ホールにて第 2 回
高等教育推進センター SD 講演会「改革推
進の担い手となる中堅・若手職員に向けて
―私が気づき学んだこと伝えたいこと―」
と題し、横田利久氏よりご講演をいただき
ました。
　まず、「私の仕事と学び体験」として、入職から現在まで
異動した部署それぞれでの経験から学ばれたことについて、
お話しいただき、次にそれらのご経験を「私自身が気づき、
学んだこと、伝えたいこと」として、若手・中堅職員の方に
向けて、いくつかご紹介をいただきました。

・業務の効率性と創造性という真逆の課題を同時追求しな
ければならないので、大変であるが、新しい仕事をする
と卒業生や父母など多くの人の期待が伝わってくる。

・仕事で得た感動は一生モノなので、職員の役割や仕事に
限界がないと思える。

・大学職員の仕事は「学んで理解して実践する」のではなく、
「学んで、気づいたら実践する。さすれば本当に理解で
きる。」

・教員にも一緒に立ち上がって、この大学と学生のために
頑張ろうと思ってもらえるようにするためには、どうい
う職員であらなければならないかということを教員の大
変さを知った上で考える必要がある。

・相手に言ったから、あとは動くと思ったら大間違いで、
徹底的に説明、説得、ホウレンソウしないと物事は動か
ないことを理解する。

・周りを動かすためには何をするか。可能な限り数値化し、
見える化をする。それから自分に関係ないことや悪い情
報は見たくないけれども、見たくないものを見せ続ける
ことが必要である。

・励まし合える、本音で語り合える仲間を学外に持ち続け
ることが重要である。

・「めげず、くさらず、へこたれず」に大学、学生、教員
がいいようになればと思い仕事をする。

　質疑応答も活発に行われ、講演終了後のアンケートからも
「学生への姿勢など仕事の取り組みについて考えることがた
くさんあった」、「他部署の巻き込み方について参考になった」
など、非常に有益な講演会になりました。

第3回高等教育推進センターFD講演会

＜概要＞
開催日時：2012 年 12 月 18 日（火）15:10 ～ 17:00
講　　演：山田礼子  同志社大学社会学部教授、高等教育・　

学生研究センター長
開会挨拶：井上琢智  関西学院大学学長
閉会挨拶：村田　治  関西学院大学高等教育推進センター長
司　　会：北村昌幸  関西学院大学高等教育推進センター副長

　12 月 18 日に関西学院会館にて第 3 回
高等教育推進センター FD 講演会「日米中
韓の大学における授業の現状―アクティブ
ラーニングの視点から―」と題し、山田礼
子先生よりご講演をいただきました。
　まず、「中央教育審議会の答申が意味す
るもの」として学士課程教育の質的転換に
ついて述べられました。そのキーワードのひとつとして、「学
修時間の増加」を取り上げられ、授業以外での学修時間が
短く、一方で 1 学期に履修する授業数が多いといった状況
などにより、主体的な学修時間が確保できていない問題に
ついて、お話しいただきました。
　次に、JCIRP のデータを示しながら、自分の考えを発表す
る機会がある授業を受けた学生のほうが、機会がない学生
よりも、「人間関係力」、「現代的課題対応力」、「認知的能力」
の獲得度が高いことなど、学習成果とアクティブラーニン
グの関係について、ご説明いただきました。
　なお、アクティブラーニングの概念は浸透しつつある段
階であり、その手法の実践や効果の研究蓄積は発展段階で
あること、アクティブラーニングをいかにして、主体的な
学びと深い学び、学修時間の増加に結びつけるかは今後の
課題であることなどもあわせてお話しいただきました。
　さらに、米国、中国、韓国の事例を交えながら、アクティ
ブラーニングを行うための授業環境や、アクティブラーニ
ングと主体的な学修時間の相関についてもご説明いただき
ました。
　質疑応答も活発に行われ、講演終了後のアンケートから
も「学修時間が短いが、授業時間が長いといわれるところ
が参考になった」、「アクティブラーニングの重要性につい
て再認識できた」、「米国との対比において、授業や学生の
意識などでかなりの相違があることが再認識できた」など、
FD について更なる意欲を感じさせる非常に有益な講演会に
なりました。

講 演 会 開 催 報 告
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　センター管轄の教育研究システム PC に導入されているソフ
トウェアの活用を促進するために各種講習会を実施しました。

(1) 統計ソフトSPSS基礎講習会
　＜概要＞

内　　容：データの入力、データの種類と尺度水準、
分析法、仮説の検定、２群間の平均の比較、
相関関係、単回帰分析等

開催日時：3 月 21 日（木）10：00 ～ 16：00
講　　師：辻野順子 氏

　募集開始より様々な所属学部・研究科・部課より定員の
倍以上の応募があり、当日の参加者も学部生のみならず、
院生や教職員など多岐にわたり、全学的な統計に対する関
心の高さが伺えました。
　参加者はレポート、論文作成の際のデータ分析について
の基本的知識を習得したい、SPSS を使った効果的なアン
ケートの作成方法について学びたいなど、SPSS を普段の
学習や研究に利用するにあたっての基本的な知識や操作方
法について学びにきており、そうした基礎知識や操作を得
ることができて良かったという声が多く寄せられました。

(2)Adobeソフトウェア講習会
　＜概要＞	

・Dreamweaver	初級… 3 月 25 日（月）… 	 9：00 ～ 12：00
・Illustorator	 初級… 3 月 25 日（月）… 13：00 ～ 16：00
・Illustorator	 中級… 3 月 26 日（火）… 	 9：00 ～ 12：00
・Illustorator	 上級… 3 月 26 日（火）… 13：00 ～ 16：00
・Photoshop	 初級… 3 月 22 日（金）… 	 9：00 ～ 12：00
・Photoshop	 中級… 3 月 22 日（金）… 13：00 ～ 16：00

（各回 15 名）
　2011 年 4 月より総合大学としては、日本ではじめてと
なる Adobe Creative Suite Master Collection の全学導入や、
近年の Web 制作関連環境の変化から、より幅広い学生が

関心を持つようになった Adobe 社のソフトウェアの中で
も、プレゼンテーションや WEB 制作などの現場で特に使
用されることの多いソフトウェアについての基本的な操
作や、効果的な利用方法についての理解を深めてもらう
ことを目的とした講習会を実施しました。
　講義では HP でのリンクの作成や写真、文字加工など用
意された素材を元にした実習の他、機能ごとに実際の利
用シーンにおける活用目的や留意点など実践の場を踏ま
えた説明もありました。

内　　容	：	映像制作の流れ（工程管理、企業における映
像の重要性等）、マルチメディア開発室の利用
について、ノンリニア編集（ビデオフォーマッ
ト、カット、クロマキ等）、スタジオ設備の概
要と撮影テクニック

開催日時	：3 月 19 日（火）、27 日（水）12：00 ～ 16：00
講　　師	：	水野五郎氏 ( 映像テクニカル・プロデューサー )

　映像制作をするための専用の機材を揃えたマルチメ
ディア開発室（西宮上ケ原キャンパス情報メディア棟
B1 階）を学生が利用する際の前提となっている、マル
チメディア開発室を利用するための映像制作講習会を実
施しました。
　講義では、普段、神戸三田キャンパスでの授業で学生
に映像制作の現場での体験を踏まえた講義を行うことも
ある水野氏から、近年、企業研修等の中での映像の重要
性が高まっている現状や、大阪広告協会 CM コンテスト
等の各種コンテストでの受賞歴があるなどネットや CM
の動画作品で強い反面、映像制作についてはより力を入
れていく必要性がある関学生の現状などを経験も踏まえ
ながら話され、また室内の機材を使用し実践的な実習も
行いました。

2012 年度「高等教育推進センター FD Best contribution 賞」が決定
お知らせ

　本年の「高等教育推進センター FD Best contribution 賞」に倉茂
好匡氏（滋賀県立大学環境科学部教授・教育実践支援室長）が選
ばれ、その授賞式が３月 30 日に西宮上ケ原キャンパス高等教育
推進センターで開かれました。
　この賞は、学内外の教職員、学生・同窓生を対象として、高等
教育推進センターの目的に対して貢献した者を顕彰するもので、
2010 年度より毎年１回、該当者を発表しています。
　倉茂氏は本学が夏季に開催する講義方法に関する FD ワーク
ショップの講師を 2010 年からご担当いただき、学内での FD 推進
活動に多大な貢献をいただきました。

2012 年度秋学期
マルチメディア開発室利用（映像制作）講習会

2012 年度秋学期
教育研究システム PC 導入ソフトウェア活用講習会

講 習 会 実 施 報 告


